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フォローアップセミナー

財務諸表論・理論リカバリー講義

伝統な企業会計の基本

投資者保護 収益力の算定・表示 損益計算

損益計算書が主役

＝

収益・費用が主役

① どの期の収益・費用にするのか？ 認識

② 金額はいくらにするのか？ 測定

<伝統的な会計理論において>

資産・負債は脇役

・貨幣性資産（将来 現金）

・費用性資産（将来 費用）

① 金額はいくらにするのか？ 評価

② どのように費用化するのか？
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損益会計の基本

損 益 計 算 書

自平成23年４月１日 至平成24年３月31日

摘 要 金 額

実 現 主 義 の 原 則 売 上 高 50,000

売 上 原 価 25,000

収支額基準

売上総利益 25,000

発 生 主 義 の 原 則

＋ 販 管 費 5,000

費用収益対応の原則

営 業 利 益 20,000

税引前当期純利益 18,200

法・住・事 7,300

当期純利益 10,900
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収益の認識（Ｐ６０）

実 現 主 義 の 原 則 :

＊ 実現のイメージ

（金額）

実現主義の原則

× × ×

製造開始 完成 販売 回収 （時間）

＝

実現の事実

①

要件

②

費用の認識（Ｐ６８）

①発 生 主 義 の 原 則 :

① 財貨・用役の価値費消事実の発生

広義の発生

② 財貨・用役の価値費消原因事実の発生

②費用収益対応の原則 ： に対応

① 個別的対応

対応の形態

② 期間的対応
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収益・費用の測定（Ｐ７２）

収支額基準 ：

＝広義の収支額

（例）

前期 （現 金 1,000） （前受金 1,000）

当期 （前受金 1,000）

（現 金 1,000） （売上高 3,000） 測定

（売掛金 1,000）

翌期 （現 金 1,000） （売掛金 1,000)

収

売上高 3,000

益

前期 当期 翌期

収 1,000 1,000 1,000

入 過去の収支額 当期の収支額 将来の収支額
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＜メ モ＞
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資産会計の基本

貸 借 対 照 表

平成24年３月31日

科 目 金 額

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,000

受 取 手 形 10,000

貨幣性資産 貸 倒引 当 金 △ 100 回 収 可 能 額

売 掛 金 25,000

貸 倒引 当 金 △ 250

～

商 品 5,000～

固定資産

有形固定資産 原価主義の原則

費用性資産 建 物 150,000 ＋

減価償却累計額 △5,000 費用配分の原則～

繰延資産

開 発 費 30,000

資産の部合計
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◆ 費用性資産の評価（Ｐ８０）

売上原価
費用性資産

1,000万円 P/L

現 金 商 品
（費 用）

1,500万円 1,500万円

商 品

取得原価
500万円 B/S

取得時 決算時 （残余部分）

原価主義の原則 費用配分の原則

◆ 伝統的な企業会計における採用根拠のまとめ

収益の認識

実 現 主 義 の 原 則

① 収益力の算定・表示を目的

測定

算出利益は処分可能利益

収 支 額 基 準

資産評価

② 確 実 性 ＋ 客 観 性

原 価 主 義 の 原 則

費用の認識

発 生 主 義 の 原 則 処分可能利益の計算という制約

できるだけ正確な期間損益計算

費用収益対応の原則
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◆ 有形固定資産の取得原価（Ｐ１０２）

購入

取得原価＝ ＋

値引等10

購入代金
（購入代価90）

100

取得原価

105

付随費用

15

交換（等価交換を前提）

① 同一種類・同一用途の交換

当 社 当 社 当 社

投資 投資 投資＝継続

土地Ａ 土地Ａ 土地Ｂ

同 同

一 一

時価150 用 種 取得原価100

途 類

土地Ｂ

簿価100
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② 異種資産の交換

売 却 （現 金） １５０ （有価証券） １００

投資終了 有価証券の 時 価 （～売却益） ５０

購 入 （固定資産） １５０ （現 金） １５０

新規投資 時 価 時 価

取得原価

◆ 減価償却の意義・目的（Ｐ１０８）

＜耐用期間における各事業年度＞

収益 収益 収益 成果

費用 費用 費用 努力

適正な期間損益計算

有形固定資産

の

取得原価 ＜費用配分の原則＞
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◆ 減価償却の方法（Ｐ１１４）

定額法 … 長所

短所

金

費用負担合計 ←

額

維 持 修 繕費

長所

減 価 償 却費 ←

耐用期間

定率法 … 長所

金

長所

額

費用負担合計 ←

維 持 修 繕費

短所

減 価 償 却 費 ←

耐用期間
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◆ 定額法、定率法の長所・短所のまとめ（Ｐ１１４）

定額法 定率法

取得原価の期間配分

計 算

投下資本の回収

耐用年数の後半の費用負担

（維持修繕費が逓増する場合）

◆ 繰延資産の意義（Ｐ１３０）

① 代価の支払い完了

通常の費用

② 役務の提供受領済

将来の期間に影響する特定の費用

③ 効果→将来発現

④ このうち資産計上したもの

◆ 繰延経理の根拠（Ｐ１３２）

１期 ２期 ３期

効果の発現 収益との対応

収 益 収 益 収 益

費 用 費 用 費 用

開発費

支 出
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